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公民館講座 開館時間　9：00～21：30

受付時間　9：00～17：00　※詳細は各公民館へお問い合わせください。
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安
曇
野
あ
か
し
な
農
産
物
加
工
交
流
ひ
ろ
ば

「
え
べ
や
」
の
催
し

料
理
教
室　

り
ん
ご
お
こ
わ
と
白
和
え

日 
３
月
５
日
（
日
）・
22
日
（
水
）

　
午
前
10
時
～
正
午

体
験
教
室　

み
そ
作
り
体
験
（
３
㎏
）

日 
３
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

■
共
通
事
項

場 
え
べ
や　
講 
え
べ
や
ス
タ
ッ
フ

費 
１
５
０
０
円　
定 
各
10
人
（
先
着
順
）

持 
エ
プ
ロ
ン
な
ど

申 
２
月
28
日
（
火
）
か
ら
「
え
べ
や
」
へ
電

話
で
（
88
・
６
２
７
５　
受
付
は
月
曜

日
を
除
く
午
前
10
時
か
ら
正
午
。
キ
ャ
ン

セ
ル
は
２
日
前
ま
で
）

他 
子
ど
も
同
伴
で
の
参
加
も
可

問 
農
政
課

71
・
２
４
３
０

日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
き
っ
か
け
講
座

外
国
籍
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
市
内
４
カ
所

で
開
催
し
て
い
る
日
本
語
教
室
。
そ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
る
き
っ
か
け
を
作
る
、
初

心
者
向
け
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

日 
３
月
８
日
（
水
）・
15
日
（
水
）

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

場 
安
曇
野
市
役
所
３
階
会
議
室
３
０
１

内 
第
１
回
：
日
本
語
教
室
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ
？

第
２
回
：
日
本
語
っ
て
ど
ん
な
こ
と
ば
？

対 
全
２
回
参
加
で
き
る
人

講 
山
本
も
と
子
さ
ん
（
信
州
大
学
グ
ロ
ー
バ

ル
化
推
進
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
講
師
）

費 
無
料　
定 
20
人
（
抽
選
）

申 
３
月
１
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で

問 
生
涯
学
習
課　

71
・
２
４
６
６

shogaigakushu@
city.

azum
ino. nagano.jp

市
民
活
動
セ
ミ
ナ
ー

助
成
金
の
考
え
方
や
申
請
す
る
う
え
で
必

要
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年

度
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り
事
業
補

助
金
の
説
明
会
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

日 
３
月
18
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場 
安
曇
野
市
役
所
４
階
大
会
議
室

演
題　
助
成
金
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

講 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
ん
の
わ

費 
無
料　
定 
30
人
（
先
着
順
）

申 
３
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
な
が
の
電
子
申

請
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
電
話
で

問 
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

71
・
２
０
１
３

安
曇
野
の
名
を
全
国
に
広
め
、
作
者
の

臼
井
吉
見
が
邂か

い
こ
う逅（
出
会
い
）と
対
話
を

テ
ー
マ
に
、１
０
０
０
人
を
超
え
る
実
在
の

人
物
が
登
場
す
る
長
編
小
説
『
安
曇
野
』。

本
号
か
ら
、
小
説
に
登
場
す
る
主
要
な

人
物
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

「
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス・ガ
ー
ル
」「
黒
光
」「
新

宿
中
村
屋
の
女
主
人
」
…
。『
安
曇
野
』

に
最
多
登
場
の
相
馬
良
は
、
そ
の
性
格
や

人
柄
か
ら
呼
び
名
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

１
８
７
５
年
、
旧
仙
台
藩
士
の
家
に
生

ま
れ
た
良
は
、
没
落
し
た
士
族
の
末
裔
と

し
て
貧
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
強
い
向
上
心
を
持
って
生

き
る
様
か
ら
「
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
・
ガ
ー
ル
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
、
文
学
に
興

味
を
持
ち
、
明
治
女
学
校
に
進
み
、
２
代

目
校
長
の
巌
本
善
治
か
ら
は
「
溢
れ
る
才

気
を
少
し
黒
で
隠
し
な
さ
い
」
と
の
意
味

か
ら『
黒
光
』の
号
を
も
ら
い
受
け
ま
し
た
。

同
校
卒
業
後
に
相
馬
愛
蔵
と
結
婚
し
、

22
歳
の
頃
に
愛
蔵
の
故
郷
・
穂
高
へ
移
住
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
慣
れ
な
い
生
活
に
体

調
を
崩
し
て
上
京
。
当
時
ま
だ
目
新
し
か
っ

た
パ
ン
に
目
を
付
け
、
愛
蔵
と
パ
ン
屋
「
中

村
屋
」
を
創
業
し
ま
し
た
。

新
宿
に
支
店
を
開
い
て
以
降
、
穂
高
出

身
の
彫
刻
家
・
荻
原
守
衛
（
碌
山
）
ら
芸

術
家
が
集
う
よ
う
に
な
り
、「
中
村
屋
サ
ロ

ン
」の
中
心
人
物
に
。
サ
ロ
ン
で
若
い
芸
術

家
ら
を
支
援
し
た
り
、
イ
ン
ド
独
立
を
志

す
ラ
ス
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
を
保
護
し
た
り

し
た
優
し
さ
の
背
景
に
は
、
苦
し
か
っ
た
自

身
の
幼
少
期
が
影
響
し
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

講座 日時・場所 費用・その他 申込み

歴
史

明科歴史探訪講座 大逆事件の 26 人　第 3 回
大逆事件で起訴され、有罪となった26人そ
れぞれの人物像や生涯について解説します。
講 大澤慶哲さん（給然寺住職）

日 3月9日（木）
　10：00～12：00
場 明科公民館講堂

費 無料 申 不要
問 明科公民館　TEL62-4605

ふるさと探訪講座④ 安曇野道祖神散歩
シリーズ 6 回目の今回は、穂高地域の道祖
神を巡ります。
講 窪田雅之さん（松本市立文書館）

日 3月17日（金）
　8：30～12：00
場 豊科公民館集合

費 200円
定 15人（先着順）
持 飲み物

申 3月6日（月）・7日（火）に電話で
問 豊科公民館　TEL72-2158

雑誌「信濃不二」から堀金を探る
明治末期から昭和初期に刊行された雑誌

「信濃不二」。そこに掲載された記事から、
当時の堀金の様子を探ります。
講 青木弥保（市職員）

日 3月21日（火）
　19：00～20：30
場 堀金公民館講堂

費 無料
定 60人（先着順）
他「堀金を楽しむ会」

との共同開催

申 不要
問 堀金公民館　TEL72-5796

生
活

季節の料理教室 やしょうま作り
郷土の伝統料理・やしょうま作りの技を学
びます。
講 寺口芳子さん、Vif 穂高の皆さん

日 3月14日（火）
　13：30～15：30
場 Vif穂高ふれあい
　体験館

費 1,200円
定 12人（先着順）
持 エプロン、三角巾、

マスク、包丁

申 3月2日（木）・3日（金）に電話で
問 穂高公民館　TEL82-5970

暮らしの知恵講座 春の寄せ植え
日々の暮らしを豊かに彩る寄せ植えを作り
ます。
講 佐川正樹さん（暮らしを彩るクラフトと

花たち「カレン」）

日 3月22日（水）
　9：30～11：00
場 豊科公民館ホール
　ホワイエ

費 1,200円
定 15人（先着順）
持 軍手、移植ごて

申 3月8日（水）から10日（金）に電話で
問 豊科公民館　TEL72-2158

芸
能
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

教養講座 三郷寄席
笑う門には福来る。みんなで笑って過ごし
ませんか。演目は当日までのお楽しみ。
出演　まつかわ落語会「風まんだら」の皆さん

日 3月19日（日）
　14：00～15：30
場 三郷公民館講堂

費 無料
定 50人（当日先着順）

申 不要
問 三郷公民館　TEL77-2109

春休み将棋教室
子どもから大人まで、初心者から上級者まで
楽しめる教室です。1 日だけ参加もできます。
講 安曇野市囲碁・将棋実行委員会の皆さん

日 3月23日（木）・
　24日（金）
　10：00～16：00
場 明科公民館講義室

費 無料
定 なし

申 3月13日（月）・14日（火）に電話で
問 明科公民館　TEL62-4605

明科いいまちサロン 3 月例会 早春コンサート
春の訪れを感じながら、フルートとピアノ
のしらべをお楽しみください。
演奏　藤木めぐみさん（フルート）、石井
　　　久美子さん（ピアノ）
曲目　英雄ポロネーズ（ピアノソロ）、
　　　花は咲く ほか

日 3月25日（土）
　14：00～15：30
場 明科公民館講堂

費 300円 申 不要
問 明科公民館　TEL62-4605

ひまわりクラブ会員の募集
日令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月　
　事前説明会　3月10日（金）10：00～
　入講式　4月14日（金）10：00～
場三郷公民館　ほか
対入園前の幼児（満1歳以上）と保護者
費子ども 1 人年額 1,000 円
申 4月10日（月）までに申込用紙を三郷公民館へ提出。

申込用紙は三郷公民館・市Ｈ
ホームページ

Ｐから入手できます。
問三郷公民館　TEL 77-2109

さまざまな遊びや体験を通して親子の絆を深めたり、
仲間と交流したりするひまわりクラブの参加者を募集
します。班ごとに決める活動を週 1 回行うほか、全
体で行うクリスマス会などの行事もあります。

小
説
『
安
曇
野
』
の
登
場
人
物
を
知
ろ
う
！

邂逅と対話の安曇野紀行 「穂高の万水川」

「絵がお好きなのですね。いつも、
こうして描いてらっしゃるの？」

「忙しくって駄目さ。冬はひまにゃ
なるが、寒くなっちまって…」    
 （小説『安曇野』第一部　その三より引用）

小説内で、良は穂高に移住後、万水川の近くで水彩画をしていた
荻原守衛と出会います。守衛は、良から文学や芸術の知識を吸収し、
良が持ってきた油絵を見て芸術家を志すようになったといいます。

第 1 回

相
そ う ま

馬　良
りょう


